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講評  

出題内容は 

第 1 問 （１）条件付確率 （２）二項定理 （３）極形式，ド・モアブルの定理 （４）極限 

第 2 問 確率 

第 3 問 空間ベクトル 

第 4 問 面積の計算 

となっていました。第 3 問，第 4 問などはオーソドックスな問題でしたが，要領よくやらないと試験時間内に完

答は難しいでしょう。また第 1 問（２） 第 2 問（３）は経験したことがないとやりにくい差が付く内容でした。 

昨年度と比較してやや難化していたので，合格の目標点は 6 割 5 分程度でしょう。 

 


